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今号の表紙
　6月8日、北スポーツセンターで行われた春日中学校校区ふれあい事業。須玖南、
弥生、小倉、昇町の40歳以上で構成された4チームに分かれ、ソフトボールの試合
を行いました。秋にはグラウンド・ゴルフ、ニュースポーツを計画しています。



申込・
問い合わせ先 総務課人事担当

　☎（584）1111　F（584）1145　 jinjihosi@city.kasuga.fukuoka.jp 
　　　　　　　　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/syokuin/12bosyu.html

皆さんの疑問にお答えします
職員採用説明会

社会人も、学生も、より受験しやすくなります！
平成26年度春日市職員採用試験
第１次試験日  9月21日㈰
試験会場　西南学院大学（福岡市早良区西

にしじん
新6 ｰ 2 ｰ 92）

試験概要
　　第1次試験の試験種目を減らし、次のとおりとしました

　▶一般事務　専門試験の実施なし。教養試験は高校卒程度の内容
　▶土木・建築　教養試験の実施なし。専門試験は高校卒程度の内容
　▶保育士　教養試験の実施なし　
　年齢要件を緩和しました（一般事務Bを除く）

申込方法　申込書に必要事項を記入し、窓口または郵送で提出する
受付期間  ７月28日㈪〜８月13日㈬（当日消印有効）

※上記の期間以外は一切受け付けません。郵送の場合は特に注意してください。なお、直接窓口に提出す
る場合は平日の午前8時30分から午後5時までです。

申込書配布場所　▷総務課（市役所５階）　▷西出張所（昇町1 ｰ 120いきいきプラザ内）　▷図書館・社会教
育課・文化振興課（大谷6ｰ24ふれあい文化センター内）　▷文化財課（岡本3ｰ57奴国の丘歴史資料館内）
※郵便での請求や、市ウェブサイトからの入手もできます。郵送請求の場合は、封筒の表に「申込書請求」

と朱書きし、140円切手を貼った返信用封筒（角２号・宛て先明記）を同封してください。

試験区分 受験資格 採用予定人数
一般事務Ａ 昭和58年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人 7人
一般事務Ｂ 平成６年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人 １人
一般事務Ｃ

（身体障がい者対象）
身体障害者手帳の交付を受けている人で、昭和58年４月２日から平成
９年４月１日までに生まれた人 １人

土木 昭和53年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人 ３人
建築 昭和53年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人 ２人

保育士 昭和58年４月２日以降生まれた人で、保育士の資格を有する人または
平成27年３月31日までに資格を取得見込みの人 １人

　

　

　皆さんの疑問に、市職員が回答します。直接、「生」
の話を聞いてみませんか。今回の説明会では、市長自
ら皆さんにメッセージを送り、質疑応答も行う予定
です。ぜひ気軽に申し込んでください。
対象　今年度採用試験の受験資格を満たす人

※家族など本人以外の参加はできません。
日時　8月1日㈮ 午後1時30分〜3時（開場／午後1時）
場所　市役所4階404 〜 406会議室
内容　市長からのメッセージ、若手職員による座談

会、採用試験の特徴の説明、庁舎見学など
申込方法　7月28日㈪までに電話かＥメール（件名

に「採用説明会参加申込み」と明記）で氏名（ふり
がな）を伝える

※説明会への参加の有無は、採用選考に影響するこ
とは一切ありません。

「市職員ってどんな仕事しているの?」
「民間企業と併願はできるの?」
「どんな採用試験をしているの?」
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春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人（
国
保
被
保
険
者
）で
、70
歳
以
上

の
人
に
、国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
交

付
し
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
に
高
齢
受
給
者
証

と
保
険
証
を
併
せ
て
提
示
す
る
と
、自
己
負
担

割
合
が
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
割
合
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
、７

月
31
日
㈭
ま
で
し
か
使
え
ま
せ
ん
。新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
、７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、８
月
１
日
㈮
か
ら
は
、新
し
い
高
齢
受
給
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
割
合
の
判
定
に
つ
い
て

　

８
月
以
降
の
自
己
負
担
割
合
は
、平
成
25
年

中
の
所
得
と
収
入
に
応
じ
て
判
定
し
ま
す
。

判
定
対
象
者　
同
一
世
帯
に
い
る
70
〜
74
歳
の

国
保
被
保
険
者

負
担
割
合
判
定

○
１
割
負
担

判
定
対
象
者
全
員
の
市
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
未
満
の
場
合
で
、誕
生
日
が
昭

和
19
年
４
月
１
日
以
前
の
人

○
２
割
負
担

判
定
対
象
者
全
員
の
市
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
未
満
の
場
合
で
、誕
生
日
が
昭

和
19
年
４
月
２
日
以
降
の
人

○
３
割
負
担

判
定
対
象
者
の
中
に
市
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る
場
合

※
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、申
請
に
よ
り
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
対
象
者
が
１
人
の
世
帯
で
収
入
が

３
８
３
万
円
未
満

▽
対
象
者
が
２
人
以
上
の
世
帯
で
収
入
合
計

が
５
２
０
万
円
未
満

▽
対
象
者
と
、国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
っ
た
人
の
収
入
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満

高齢受給者証を郵送します
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

「限度額適用認定証」
「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の申請

　春日市の国保被保険者が交付を受けることが
できる限度額適用認定証と限度額適用・標準負
担額減額認定証（以下、認定証）は、ひと月の医療
費の限度額と市民税非課税世帯の入院時の食事
代の減額区分を証明するものです。
　認定証を医療機関に提示することで、医療機関
窓口での支払いを限度額まで抑えることができ
ます。
　現在交付している認定証の有効期限は７月31
日㈭までです。
　更新を希望する人は、７月22日㈫以降に申請し
てください。
交付条件
▷世帯主と加入者が前年の所得を申告している

こと
▷扶養家族として申告されていることが公簿など

で確認できること
※国民健康保険税の滞納がある場合は、交付を

受けられないことがあります。
申請に必要なもの　国民健康保険被保険者証、

印鑑
※平成26年１月２日以降に転入した人は、別途証

明書などが必要な場合があります。
申請先　国保年金課国保担当（市役所１階）

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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障
害
基
礎
年
金
を
20
歳
前
か
ら
の
障
が
い
で
受

け
て
い
る
人
や
、福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
て

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、７
月
が
所
得

状
況
届
の
提
出
月
で
す
。所
得
状
況
届
は
、年
金
を
引

き
続
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
大
切
な
届
け
出
で
す
。

　
年
金
事
務
所
か
ら
自
宅
に
届
け
出
用
紙
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。診
断
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、医
師

に
診
断
書
の
作
成
を
依
頼
し
、併
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限　
７
月
31
日
㈭

提
出
先　
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

も
し
も
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金

　
障
害
基
礎
年
金
と
は
、国
民
年
金
加
入
中
や
、20
歳

に
な
る
前
に
、病
気
や
け
が
な
ど
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で

す
。

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

初
診
日
の
要
件　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

▽
国
民
年
金
の
加
入
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る

▽
以
前
に
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
で
、日
本
に
住
所

が
あ
り
、60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
期
間
に
初
診
日

が
あ
る

▽
20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る

保
険
料
の
納
付
要
件　
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、保
険
料
を

納
め
た
期
間（
免
除・
猶
予・
学
生
納
付
特
例

期
間
を
含
む
）が
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と

※
初
診
日
が
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
、３
分
の
２
以
上
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。な
お
、

20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
、納
付
要
件
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
年
金
の
支

給
額
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

障
が
い
の
状
態
の
要
件　

障
が
い
認
定
日
、ま
た
は

障
が
い
認
定
日
以
降
65
歳
に
な
る
ま
で
に
、

政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
障
害
等
級
の
１
級

ま
た
は
２
級
の
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
こ
と（
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異

な
る
）

※
障
害
認
定
日
と
は
、障
害
等
級
を
判
定
す
る
基
準

日
の
こ
と
で
す
。初
診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経

過
し
た
日
、ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が
固
定

し
た
日
を
指
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額（
年
間
）

▽
１
級　
96
万
６
０
０
０
円

▽
２
級　
77
万
２
８
０
０
円

※
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
る
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
、ま
た

は
20
歳
未
満
で
１
級
あ
る
い
は
２
級
の
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
子
が
い
る
場
合
は
、次
の
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

子
の
加
算
額（
年
間
）

▽
１
人
目・２
人
目

　
１
人
当
た
り
22
万
２
４
０
０
円

▽
３
人
目
以
降

　
１
人
当
た
り
７
万
４
１
０
０
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
１
２

F（
５
４
１
）７
６
４
９

７月は障害基礎年金所得状況届（現況届）の提出月です
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141

7月10日〜19日は「夏の交通安全県民運動」
　交通ルールを守り、みんなで交通事故を防止しましょう。
重点目標
▷飲酒運転の撲滅
「飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない」こと
を徹底しましょう。
飲酒を伴う会合などには車を使用せず、タクシーやバ
ス、電車などの公共交通機関を利用しましょう。

▷子どもと高齢者の交通事故防止
「道路を横断する際は、必ず止まって左右をよく見て、
車の通過や停止を待って渡る」ことを実践しましょう。
明るい服装や反射材用品を着用し、自転車に乗るとき
は早めのライト点灯を心掛けましょう。

▷自転車の安全利用の推進
路側帯を通行するときは、道路の左側部分に設けら
れたところを通り、歩行者の通行を妨げないようにしま
しょう。
問い合わせ先　安全安心課　防犯安全担当
☎（584）1111　F（584）1143

春日市 大野城市 那珂川町
発生件数 415件 310件 154件

自転車 90件 54件 26件
高齢者（65歳以上） 102件 71件 40件

負傷者数 538人 418人 191人

春日警察署管内交通事故発生件数・負傷者数（平成26年1月〜5月）
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震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、平
成
26
年

度・27
年
度
に
、住
宅
の
耐
震
改
修

工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
申
請
前
に
耐
震
診
断
、工
期
、対

象
要
件
な
ど
の
事
前
相
談
が
必
要

で
す
。

対
象
住
宅　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
住
宅

▽
市
内
の
木
造
戸
建
て
住
宅

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
ま
た
は
工
事
着
工

▽
耐
震
診
断
の
結
果
、上
部
構
造

評
点
が
１・０
未
満

▽
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付

を
過
去
に
受
け
て
い
な
い

▽
居
住
者
か
居
住
予
定
者
が
い
る

▽
耐
震
改
修
工
事
で
建
築
基
準
法

や
関
係
法
令
の
規
定
に
違
反
し

な
い

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
過
去
に

受
け
た
こ
と
が
な
い

▽
春
日
市
の
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い

▽
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

※
申
請
は
工
事
着
工
前
の
み
可
能

な
の
で
、既
に
耐
震
改
修
工
事

に
着
工
し
て
い
る
場
合
は
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
耐
震
改
修
工
事
費
の

20
％（
上
限
30
万
円
）

募
集
件
数　
10
件（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　
平
成
27
年
２
月
27
日

（
実
績
報
告
の
提
出
締
切

日
は
平
成
27
年
３
月
10

日
）

留
意
点

▽
補
助
対
象
工
事
は
、建
物
全
体

ま
た
は
１
階
部
分
の
上
部
構
造

評
点
が
１・
０
以
上
に
な
る
よ

う
補
強
す
る
工
事
や
、こ
れ
に

伴
う
耐
震
設
計（
工
事
監
理
を

含
む
）で
あ
る
こ
と
。

▽
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
を
同
時

に
行
う
場
合
、耐
震
改
修
工
事

部
分
以
外
は
補
助
対
象
外
で

す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計

画
課
計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

○
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度

　

県
は
、建
築
士
な
ど
の
専
門

家
を
自
宅
に
派
遣
し
、住
宅
の

耐
震
性
能
に
つ
い
て
診
断
や

助
言
を
行
い
ま
す
。費
用
は

３
０
０
０
円
で
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡

県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

生
涯
あ
ん
し
ん
住
宅

☎（
５
８
２
）８
０
６
１

F（
５
８
２
）８
１
６
２

木造戸建て住宅耐震改修補助金の交付
都市計画課 計画担当　☎（584）1111　F（584）1143

応募資格・表彰内容　
▷一般の部（プロ、アマ、年齢、市内外を問わない）
　最優秀賞1点（賞金2万円）、優秀賞2点（賞金1万円）、

佳作3点（春日市特産品） 
▷子どもの部（小学1〜6年生の児童）
　春日市長賞・春日市議会議長賞・春日市教育長賞各1

点、春日市民祭り振興会長賞2点
※参加者全員に記念品を差し上げます。
出展数　1人1点（グループでの申し込み不可） 
作品の規格　
▷春日奴国あんどん祭りにふさわしい作品
▷サイズは高さ80㎝以内、幅30㎝以内、奥行き30㎝以

内、重さ3㎏以内 
▷素材は木材、竹、紙、針金などの骨組みの作品（陶磁器

やガラスなどの割れ物は不可） 
▷照明は、白熱球かＬＥＤで、照度は10ワットから20ワット

相当の明るさのものを使い、約2mの電気コードと差
し込みプラグが付いていること 
作品の展示　10月18日㈯〜19日㈰（点灯時間：午後5

時30分〜8時） 
展示会場　県営春日公園（原町3ｰ1ｰ4）
応募方法　9月30日㈫（消印有効）までに、郵送、ファック

ス、直接窓口のいずれかで応募用紙を提出する 

※応募用紙は、市民祭り振興会、地域づくり課（市役所
4階）、ふれあい文化センター（大谷6ｰ24）、いきいき
プラザ（昇町1ｰ120）の各窓口にあります。また、あん
どん祭りのウェブサイトからも入手できます。
留意点 
▷出展作品の写真などを主催者のウェブサイトや印刷物

などで公開します 
▷作品の管理に関しては万全を期しますが、万一破損し

た場合はご容赦ください 
※作品搬入期間や搬入方法などは、応募用紙や市民祭

り振興会ウェブサイトで確認してください。
申込・問い合わせ先　春日市民祭り振興会（伯玄町2ｰ

24春日市商工会館２階） 
☎（581）1407　F（575）0702 

http://www.andonmatsuri.com/

 第38回春日奴国あんどん祭り
手づくりあんどんアートコンテスト出展作品募集

第38回春日奴国あんどん祭り記念グッズ販売
　祭りを市民の皆さんに知ってもらい、参加・協力して
もらうため、また、運営資金に充てるため
に、オリジナルタオルを製作販売します。
　購入にご協力をお願いします。 
販売グッズ　オリジナルタオル
価格　300円（85㎝×36㎝） 
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市
は
、昭
和
60
年
に「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」を
行
い
、以
降
、核
兵

器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
平
和
祈
念
展
で
は
、戦
争
や
戦
時
中
の
生
活
を
伝
え
る
も
の
を
展
示

し
、戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
そ
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
族
や
友
達
と
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

期
間　
７
月
19
日
㈯
〜
27
日
㈰

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

○
常
設
展
示

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30

分

内
容　

戦
時
資
料
、遺
品
、原
爆
被

爆
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
、戦

争
平
和
に
関
す
る
ビ
デ
オ・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
、千
羽
鶴

コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
千
羽
鶴
は
、原
爆
慰
霊
碑
に
捧
げ

る
た
め
、長
崎
原
爆
資
料
館
へ
送

り
ま
す
。

○
筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会
に
よ
る
語

り
部
な
ど

期
日・内
容　
下
表
の
と
お
り

時
間　
午
後
１
時
〜
２
時

○
平
和
と
戦
争
の「
お
は
な
し
会
」

日
時　
７
月
20
日
㈰・27
日
㈰

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

内
容　

主
に
幼
児（
３
〜
５
歳
）向

け
の
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ

平和祈念展を開催します
福祉計画課 地域福祉担当　☎（584）1111　F（584）1142

市
は
、11
種
類
の
行
政
情
報
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
で
す
。メ
ー
ル
受
信
の
際

の
通
信
費
は
本
人
負
担
で
す
。

対
象　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
電

子
メ
ー
ル
を
送
受
信
可
能
な
人

配
信
す
る
情
報　
次
の
11
種
類
の
情
報
の

中
で
、配
信
を
希
望
す
る
情
報（
複

数
選
択
可
）

①
防
犯･

防
災
そ
の
他
緊
急
お
知
ら
せ
情
報

②
ま
ち
づ
く
り
情
報（
自
治
会・市
民
活
動

な
ど
）

③
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
情
報

④
イ
ベ
ン
ト
情
報（
ス
ポ
ー
ツ･

そ
の
他
行

事
）

⑤
生
活・環
境
情
報（
生
活
情
報・ご
み・リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
）

⑥
福
祉
情
報（
高
齢･

介
護･

障
が
い･

母
子
な

ど
）

⑦
健
康
情
報（
健
康
増
進･

各
種
予
防
な

ど
）

⑧
生
涯
学
習
情
報（
図
書
館
情
報･

講
座･

講
習
会
な
ど
）	

⑨
子
育
て
情
報（
乳
幼
児･

未
就
学
児･

小

中
学
生
な
ど
）

⑩
都
市
情
報（
道
路・下
水
な
ど
の
測
量
調

査
や
工
事
な
ど
）

⑪
そ
の
他
の
行
政
情
報（
議
会･

選
挙
な

ど
）

全
登
録
者
に
配
信
す
る
場
合

▽
災
害
時
な
ど
、市
民
の
生
命
、身
体
、財
産

な
ど
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
と
き

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
が
行
方
不
明
で
、広
く

市
民
に
情
報
提
供
を
呼
び
掛
け
る
と
き

▽
そ
の
他
配
信
管
理
者
が
、配
信
が
必
要

で
あ
る
と
認
め
る
と
き

登
録
方
法

①
携
帯
電
話
な
ど
で
、迷
惑
メ
ー
ル
防
止

サ
ー
ビ
ス
を
設
定
し
て
い
る
人
は
、パ

ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る

設
定
に
変
更
す
る（
ド
メ
イ
ン
指
定
受

信
を
設
定
す
る
場
合
の
ド
メ
イ
ン
は

「ansin-anzen.jp

」）

②
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（ksg-c@

an	
sin-anzen.jp

）に
空
メ
ー
ル
を
送
信

す
る
。二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り

対
応
機
種
を
持
っ
て
い
る
人
は
、次
の

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、表
示
さ
れ

た
メ
ー
ル
送
信
画
面
を
そ

の
ま
ま
送
信
す
る（
本
文

の
記
入
は
不
要
）

③
空
メ
ー
ル
送
信
後
、す
ぐ
返
信
さ
れ
る

メ
ー
ル
に
記
載
し
て
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク

リ
ッ
ク
し
、登
録
画
面
を
呼
び
出
す
。そ

の
後
は
、画
面
の
指
示
に
従
っ
て
必
要

事
項
を
入
力
し
、登
録
を
完
了
す
る

※
数
分
経
っ
て
も
返
信
メ
ー
ル
が
届
か

な
い
場
合
は
、迷
惑
メ
ー
ル
と
し
て
ブ

ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、迷
惑
メ
ー
ル
設
定
を
解
除
し
て
、再

度
、空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

春日市総合情報メールへ登録をしよう
地域づくり課 地域づくり担当　☎（584）1111　F（584）1153

開催日 内容 担当者 プロフィール
7月19日㈯ 被爆体験の語り部 川

かわばた

畑芳
よ し や

也さん
春日市紅葉ヶ丘東在住。広島（爆心地か
ら２．３ｋｍ地点）で24歳のときに被爆。

7月20日㈰ 朗読「ヒロシマの火」と
原爆の話 後

ご と う

藤隆
た か こ

子さん
那珂川町在住。長崎（爆心地から１．２
km地点）で３歳のときに被爆。

7月26日㈯ 被爆体験の語り部 平
ひら

　宏
ひろふみ

文さん
大野城市在住。広島（爆心地から８km
地点）で10歳のときに被爆。

7月27日㈰ 被爆体験の語り部 井
いのうえ

上幸
さ ち こ

子さん
大野城市在住。長崎（爆心地から１．２
km地点）で16歳のときに被爆。

※担当者や内容などは変更する場合があります。
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地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て

も
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
、地
域
に
根
差
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
の
制

度
で
す
。利
用
し
た
い
人
や
詳
し
い

内
容
を
知
り
た
い
人
は
、高
齢
課（
市

役
所
１
階
）や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、事
業
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

既
に
介
護
認
定
を
受
け
、制
度
を

利
用
し
て
い
る
人
は
、事
前
に
担
当

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

市
で
行
っ
て
い
る
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス

▽
定
期
巡
回・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護（
平
成
26
年
度
か
ら
開
始
）

日
中
、夜
間
を
通
じ
て
定
期
巡
回

ま
た
は
利
用
者
か
ら
の
通
報
に
よ

り
、訪
問
介
護・訪
問
看
護
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

定
期
巡
回
ま
た
は
利
用
者
か
ら
の

通
報
に
よ
り
、夜
間
専
用
の
訪
問

介
護
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

認
知
症
の
人
が
、食
事・入
浴
な
ど

の
介
護
や
機
能
訓
練
な
ど
を
日
帰

り
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

利
用
者
は
、「
通
い
」を
中
心
に「
訪

問
」や「
宿
泊
」な
ど
を
柔
軟
に
組

み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。利

用
に
あ
た
っ
て
は
、事
業
所
が
利

用
者
の
状
態
や
希
望
に
応
じ
て
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

▽
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

認
知
症
の
人
が
共
同
生
活
を
す
る

住
居
で
、食
事・入
浴
な
ど
の
介
護

や
機
能
訓
練
な
ど
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
は
、介
護

認
定
が
必
要
で
す
。ま
た
、春
日
市

民
は
春
日
市
指
定
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
み
利
用
で
き

ま
す
。利
用
要
件
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当（
市
役

所
１
階
）

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１

　
F（
５
８
４
）３
０
９
０

▽
春
日
市
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
桜
ヶ
丘
４
ー
23
）

　
☎（
５
８
９
）６
２
２
７

　
F（
５
８
９
）６
２
２
８

▽
春
日
市
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
塚
原
台
３
ー
１
２
９
）

　
☎（
５
９
５
）８
１
８
８

　
F（
５
９
５
）６
０
６
９

介護保険の地域密着型サービスを利用しませんか
高齢課 高齢者支援担当　☎（584）1111　F（584）3090

サービスの種類 事業所名 所在地 問い合わせ先

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 福岡徳洲会定期巡回ケアステーション　ぴーす 桜ヶ丘４－23 ☎（582）1166
（F兼用）

夜間対応型訪問介護 ケアコールセンター　ペアレント 大野城市瓦
かわらだ

田3－11－55 ☎（588）1234
F（588）1232

認知症対応型通所介護
かすがの郷デイサービスセンター 塚原台3－129 ☎（595）8484

F（595）6361
春日市社協デイサービスセンター 昇町1－120 ☎（501）1135

F（501）1300

小規模多機能型居宅介護

さわやか憩いの家 須玖南1－91 ☎（588）3531
F（588）3308

ライフケアホームはる風 天神山6－22、23 ☎（575）6676
（F兼用）

愛アルファー和楽 一の谷6－32 ☎（502）8878
F（502）8877

小規模多機能型居宅介護 クローバー 大谷3－100 ☎（588）2277
F（588）2323

アップルハートのやわらぎ春日 小倉3－71－5 ☎（573）2525
F（573）2539

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

さわやかテラス春日 須玖南1-91 ☎（588）3307
F（588）3308

ライフケアホーム春日苑 天神山6-22、23 ☎（575）6677
（F兼用）

アンクラージュ大橋南 桜ヶ丘8-29 ☎（593）2252
F（593）2262

イコロの里 平田台1-138-2 ☎（595）8681
F（595）8682

グループホーム　クローバー 大谷3-100 ☎（588）2277
F（588）2323

アップルハートのくつろぎ春日 小倉3-71-5 ☎（573）1165
F（573）1166

■春日市指定の地域密着型サービス事業所



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

国際ソロプチミスト福岡ーやよい

山田邦子講演会
　５月17日、ふれあい文化センターで、山

や ま だ
田邦

く に こ
子講演会（国際ソロプチミスト福

岡ーやよい主催）が行われました。テーマは、「大丈夫だよ、がんばろう！乳がん体
験を通して・・・」です。
　山田さんは、テレビの健康番組で受けた健康診断がきっかけで乳がんが判明しま
した。最初、検診を「面倒くさい」と思っていたそうですが、「乳がんが発見できて本
当によかった」と語ります。
　また、「日本人の２人に１人はがんになります。でも、早期発見、早期治療で、乳がんの90％は治すことができるんで
すよ。皆さん、怖がらずに、面倒くさがらずに、検診を受けてください」と、乳がん健診の大切さを訴えました。　

△壇上を所狭しと動き回り、軽妙な語
りで会場を沸かせた山田さん

平田台地区

古紙の集団回収で感謝状
　平田台地区は「子ども会育成会」、「隣組長と自治会役員」、「老人クラブ緑

りょくすいかい
翠会と

ソフトボールクラブ」の３グループが中心となって、古紙回収を行っています。
平成25年度の古紙回収量が１０８トンにも上り、その実績が顕著であると認めら
れ、６月10日、公益財団法人古紙回収促進センターから感謝状を贈呈されました。
　報告に市役所を訪れた平田台地区自治会長の富

とみかわ
川盛

せいざぶろう
三郎さんは、「古紙回収は、

限られた資源を大切にする場としての役割だけでなく、地域のふれあいの場としての役割も担っています。今回の表彰
を受け、また心新たに古紙の回収を頑張りたいです」と地域のコミュニティの重要性や今後の抱負を述べました。
　これに対し市長は、「すごい回収量ですね。今後も、頑張って活動を続けてください」と話しました。

△市長(左)に感謝状授与の報告をする
富川自治会長（中央）と基

も と だ
田広報部

長（右）

　　　

　５月 28日、春日原地区公民館で出前トークが行われ、21人の住民たちが参

加しました。同地区は、市内35地区の中で最も世帯数が多く、ごみや防犯など

の問題を抱えています。今回の意見交換では、街灯・道路の段差などの問題も

取り挙げられ、活発な意見交換が行われました。

　政
まさ が
賀自治会長は「都市化してきているだけに、もっと若い人にも参加して欲

しい」という思いを述べ、市長は「市民の皆さんの目線に立ち、見える市政で

一層の信頼関係を築いていきたい」と意気込みを述べました。

　出前トークは、８月 27日㈬の光町公民館で 500回目を迎えます。ぜひ参加してみられませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　鬼
おにづか
塚文

ふみ こ
子）

第４８０回出前トーク　春日原地区

△熱心に市職員の説明に耳を傾ける
春日原地区出前トークの参加者
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イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
の
贈
り
物

ふ
れ
あ
い
体
験
王
国

　
家
族
や
友
だ
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び

や
も
の
づ
く
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、チ
ラ
シ
を
見
る
か
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
チ
ラ
シ
は
、社
会
教
育
課
、市
民
図
書

館
、文
化
振
興
課（
い
ず
れ
も
大
谷

６
ー
24
）の
窓
口
、各
小
学
校
で
配
付

す
る
他
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
ま
す
。

対
象　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

日
時　
８
月
３
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、２
階
中
研

修
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　
竹
細
工
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト（
１

人
１
回
の
み
）、ダ
ー
ツ
、紙
細

工
、箸
り
ん
ぴ
っ
く

※
保
護
者
同
伴
で
な
い
と
参
加
で
き
な

い
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

費
用　
１
人
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

開
催
し
ま
す

夏
休
み
裁
判
所
親
子
見
学
会

　
参
加
は
無
料
で
す
。親
子
で
裁
判
所

を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
５・
６
年
生
と
そ
の
保
護

者

日
時

▽
８
月
19
日
㈫　

第
１
回　
午
前
10
時
〜（
受
付
／
午

前
９
時
30
分
）

第
２
回　
午
後
１
時
30
分
〜（
受
付

／
午
後
１
時
）

▽
８
月
20
日
㈬　

第
３
回　
午
前
10
時
〜（
受
付
／
午

前
９
時
30
分
）

第
４
回　
午
後
１
時
30
分
〜（
受
付

／
午
後
１
時
）

※
各
回
２
時
間
程
度
の
予
定
で
、受
付

は
開
始
時
間
の
30
分
前
か
ら
行
い
ま

す
。

場
所　
福
岡
地
方
裁
判
所（
福
岡
市
中

央
区
城じ

ょ
う
な
い
内
１
ー
１
）

内
容　
▽
こ
ど
も
模
擬
裁
判
▽
ク
イ
ズ

大
会
▽
裁
判
官
へ
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
▽
法
服
を
着
て
記
念
撮
影

定
員　
40
組（
80
人
程
度
）（
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
裁
判
所
総

務
課
広
報
係

☎（
７
８
１
）３
１
４
１

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

夏
ま
つ
り

　
基
地
を
開
放
し
、盆
踊
り
、ダ
ン
ス
、

太
鼓・
音
楽
隊
の
演
奏
、抽
選
会
、模
擬

店
の
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
㈭

午
後
５
時
〜
９
時（
雨
天
な
ど

中
止
す
る
場
合
有
り
）

場
所　
同
基
地（
原
町
３
ー
１
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
基
地
広
報
班

☎（
５
８
１
）４
０
３
１

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
a

sd
f/ka

su
ga

/ko
u

h
o

u
_

event/2014natsum
atsuri_

index26.5.19.htm
l

ス
ポ
ー
ツ

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ウ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

学
び
な
が
ら
、技
術
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

対
象　
年
長
〜
中
学
生

日
程　

▽
Ａ
コ
ー
ス

　
７
月
23
日
㈬・24
日
㈭

▽
Ｂ
コ
ー
ス

　
７
月
30
日
㈬・31
日
㈭

▽
Ｃ
コ
ー
ス

　
８
月
６
日
㈬・７
日
㈭

※
各
コ
ー
ス
２
日
連
続
で
す
。

時
間　
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

場
所　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市
博

多
区
銀ぎ

ん
て
ん
ち
ょ
う

天
町
３
ー
５
ー
15
）

定
員　
各
30
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
２
日
間
、貸
靴
代

含
む
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
市
ボ
ウ

リ
ン
グ
協
会
事
務
局　

松ま
つ
も
と元・

楢な
ら
ざ
き崎（
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル
内
）

☎（
５
８
１
）０
１
２
２

F（
５
８
５
）５
５
９
８

開
催
し
ま
す

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
市
内
の
中
学
１
年
生
女
子
を
対
象
と

し
た
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
で
す
。

日
程　

８
月
２
日
㈯・
９
日
㈯・
23
日

㈯・
30
日
㈯
、９
月
６
日
㈯・
13

日
㈯（
予
備
日
９
月
20
日
㈯・27

日
㈯
）

時
間　
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
ク
レ
イ
コ
ー
ト
２

面
）

参
加
費　
２
０
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
費
含
む
）

※
８
月
２
日
㈯
の
受
け
付
け
時（
午
後

６
時
）に
徴
収
し
ま
す
。

定
員　
30
人
程
度

申
込
方
法　

７
月
26
日
㈯
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
春

日
市
体
育
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
あ
る
申
請
書
に
、

氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、電
話

番
号
、中
学
校
名
を
記
入
し
送

信
す
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟　
宮み

や
も
と本
隆た
か
ゆ
き行

☎（
５
８
２
）６
２
８
６（
F
兼
用
）

m
iyam

oto@
buz.bbiq.jp

夏
休
み
水
泳

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

　
市
温
水
プ
ー
ル
で
、水
泳
の
個
別
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。夏
休
み
期
間
を

利
用
し
て
、自
分
の
弱
点
を
克
服
し
、泳

ぎ
の
こ
つ
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

対
象　
３
歳
以
上　
　
　
　

受
講
料　

▽
一
般　
２
１
６
０
円

▽
子
ど
も（
３
歳
〜
中
学
生
）・高
齢
者

（
65
歳
以
上
）　
１
６
２
０
円

▽
会
員　
１
０
８
０
円

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で

希
望
の
時
間
帯
を
伝
え
る（
申

込
先
着
順
）

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
市
温
水
プ
ー

ル（
ザ
オ
バ
九
州
）

☎（
９
１
５
）３
５
０
０

F（
９
１
５
）１
０
０
５

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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第
27
回
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り

オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
大
会

　
男
女
混
合
の
テ
ニ
ス
大
会
で
す
。

日
時　
８
月
17
日
㈰（
雨
天
決
行
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
受
付

／
午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所　
春
日
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
原

町
３
ー
１
ー
４
）

※
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
た

め
、会
場
を
春
日
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

種
目　

▽
一
般

▽
シ
ニ
ア（
男
女
合
わ
せ
て
１
２
０
歳

以
上
で
男
性
は
65
歳
以
上
）

▽
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア（
男
女
合
わ
せ
て

１
３
０
歳
以
上
で
男
性
は
70
歳
以

上
）

※
前
年
の
優
勝
者
は
ペ
ア
を
変
え
て
く

だ
さ
い
。

定
員　
各
24
組（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

▽
一
般　
１
人
１
７
５
０
円

▽
協
会
会
員　
１
人
１
２
５
０
円

申
込
方
法　
８
月
７
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
種
目
、本
人
と
ペ
ア
の
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、協
会

会
員
の
人
は
所
属
ク
ラ
ブ
を
書

い
て
送
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送

る
人
は
、電
話
で
必
ず
受
付
確

認
を
行
う
）

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。乗

り
合
わ
せ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

宮み
や
ち地
嘉よ
し
み美

（
〒
816
ー
０
８
０
５
千
歳
町
２
ー 

１
５
８
ー
34
ー
５
０
３
）

☎（
５
９
２
）３
３
４
０（
F
兼
用
）

※
春
日
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
は
、問

い
合
わ
せ
の
電
話
を
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

子
育
て

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
生
後
２
カ
月
か
ら
６
カ
月
の
子
ど
も

と
保
護
者
を
対
象
に
、毎
月
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
、友
達
づ
く

り
の
た
め
、月
齢
が
近
い
子
と
親
同
士

で
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
平
成
26
年
２
月
〜
５
月
生
ま
れ

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
２

日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
）

日
時　
８
月
４
日
㈪・18
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
、参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
７
月
16
日
㈬
〜
31
日
㈭
に

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、子
ど
も
の
名

前
、生
年
月
日
、居
住
地
区
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp環　

境

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会・講
座

○
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
た
自
転

車（
約
30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家
具
類

（
約
１
０
０
点
）な
ど
を
展
示
し
、譲

渡
ま
た
は
販
売（
自
転
車
の
み
）し
ま

す
。日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

展
示・
受
付
期
間　
８
月
５
日
㈫
〜

10
日
㈰（
９
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

申
込
方
法　
期
間
中
に
、同
プ
ラ
ザ

で
申
込
書
を
受
け
取
り
、必

要
事
項
を
記
入
し
た
後
、持

参
し
た
52
円
ハ
ガ
キ（
１
世

帯
１
枚
、表
面
に
申
込
者
の

住
所
、氏
名
を
記
入
、裏
面
が

白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に
提

出
す
る

※
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込

み
に
限
り
ま
す
。

注
意
事
項

▽
１
世
帯
で
、自
転
車・
ス
チ
ー
ル

家
具
類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま

す
。

▽
同
一
世
帯（
２
世
帯
も
含
む
）に

よ
る
複
数
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込

み
は
無
効
で
す
。

▽
自
転
車
は
１
台
２
０
０
０
円（
税

込
）の
有
料
で
、別
途
、防
犯
登
録

料（
５
０
０
円
）も
必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、前
回
の

当
選
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て

い
な
い
と
行
え
ま
せ
ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、８
月
18
日

㈪
午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を

行
い
、抽
選
結
果
を
申
込
者
全
員

に
ハ
ガ
キ
で
知
ら
せ
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、８
月
20
日
㈬
〜
26
日

㈫（
23
日
㈯
、24
日
㈰
を
除
く
）の

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
に

引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
夏
休
み
子
ど
も
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

　
時
計
仕
掛
け
の
生
活
表
を
作
ろ
う

　
小
学
生
を
対
象
に
、施
設
見
学
と
、

ご
み
と
し
て
搬
入
さ
れ
た
ト
レ
イ
や

ビ
ー
玉・銅
線・ア
ル
ミ
管
を
再
利
用

し
た
時
計
作
り
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
21
日
㈭

▽
１
回
目　
午
前
９
時
〜
正
午

▽
２
回
目　

午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

場
所　
同
プ
ラ
ザ
事
務
棟
２
階
研
修

室（
春
日
公
園
６
ー
２
）

講
師　
吉よ

し
む
ら村
和か
ず
あ
き昭
さ
ん（
わ
く
わ
く

ド
キ
ド
キ
研
究
所
）

材
料
費　
２
５
０
円

定
員　
各
40
人（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法　

８
月
１
日
㈮
ま
で
に

ハ
ガ
キ（
当
日
消
印
有
効
）、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、学
年
、電
話
番

号
、午
前
と
午
後
の
希
望
を

伝
え
る

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
〒
816
ー
０
８
１
１
春
日
公
園

６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza

＠csf.ne.jp
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サ
イ
ト
で
登
録
す
る

※
チ
ラ
シ
は
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は

福
岡
県
環
境
保
全
課（
福
岡
市
博
多

区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）、市
環
境
課（
市

役
所
３
階
）の
窓
口
で
入
手
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
環
境
保
全
課

地
球
温
暖
化
対
策
係

☎（
６
４
３
）３
３
５
６

F（
６
４
３
）３
３
５
７

chikyu@
pref.fukuoka.lg.jp

http://w
w

w
.ecofukuoka.

jp/

※
協
賛
企
業
や
特
典
の
情
報
は
、ふ
く

お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
サ
イ
ト
で
随

時
紹
介
し
て
い
ま
す
。

福　

祉

県
母
子
家
庭
等
就
業・自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

日
商
簿
記
３
級
対
策
講
習
会

　
一
人
親
家
庭
の
母
、父
ま
た
は
寡
婦

で
、就
職
や
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、日
商
簿
記
３
級
の
資
格
取

得
に
向
け
た
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
し
て
も
ら
い
ま
す
。

期
間　
９
月
２
日
㈫
〜
11
月
７
日
㈮
の

平
日
20
日
間

時
間　
午
後
６
時
〜
９
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
学
習

室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

※
試
験
は
11
月
16
日
㈰
の
予
定
で
す
。

受
講
料　
３
０
０
０
円（
検
定
料
、テ
キ

ス
ト
代
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
書
類

選
考
、申
込
少
数
の
場
合
中
止

の
可
能
性
あ
り
）

託
児　
１
歳
以
上
の
未
就
学
児（
要
予

約
、検
定
日
は
託
児
な
し
）

申
込
方
法　
８
月
11
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、市
こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所

２
階
）、県
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
社
会
福
祉
課
、ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://fukuoka-ken

　
　
　

boren.jp/

）の
い
ず
れ
か
で

入
手
し
た
申
込
書
を
郵
送
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

２
０
１
４ 

in 

Ｆふ

く

お

か

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ

　
平
成
27
年
３
月
に
大
学
、専
門
学
校

な
ど
を
卒
業
予
定（
高
校
生
不
可
）で
、

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象
に
し
た
就
職
フ
ェ
ア
で

す
。

　
参
加
は
無
料
で
、事
前
の
申
し
込
み

も
不
要
で
す
。

期
日　
８
月
８
日
㈮

内
容・時
間

▽
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

実
施
中

ふ
く
お
か
省
エ
ネ
節
電
県
民
運
動

　
県
は
、県
内
に
居
住
す
る
人
を
対
象

に
、省
エ
ネ
や
節
電
に
取
り
組
む
県
民

や
事
業
所
を
支
援
す
る「
ふ
く
お
か
省

エ
ネ・節
電
県
民
運
動
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

内
容

▽
県
か
ら
郵
送
さ
れ
る
宣
言
証（
ス
ト

ラ
ッ
プ
）を
持
参
す
る
と
、協
賛
企
業

店
で
割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ

る
▽
７
〜
９
月
の
電
気
使
用
量
を
県
に
報

告
し
、前
年
比
削
減
で
き
た
人
や
契

約
種
別
ご
と
の
平
均
的
電
気
使
用
量

を
下
回
っ
た
人
に
、抽
選
で
九
州
エ

コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
や
協
賛
企
業
の

提
供
賞
品
が
当
た
る

申
込
方
法　
９
月
30
日
㈫
ま
で
に
、宣

言
書（
チ
ラ
シ
）を
フ
ァ
ッ
ク

ス
、郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
提
出
す
る
か
次
の
ウ
ェ
ブ

（
受
付
／
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分
）

▽
就
職
面
談
会（
約
１
６
０
法
人・事
業

所
）

　
午
後
１
時
〜
４
時（
受
付
／
正
午
〜

午
後
３
時
30
分
）

※
相
談
コ
ー
ナ
ー（
福
祉
関
係
資
格
、求

職
相
談・求
職
登
録
）も
あ
り
ま
す
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※
生
後
３
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
の
託

児
を
行
い
ま
す
。事
前
に
電
話
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
県
社
会
福
祉

協
議
会
人
材・情
報
課

☎（
５
８
４
）３
３
１
０

F（
５
８
４
）３
３
１
９

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

夏を楽しむ
○早寝早起きを楽しむ
　早寝は、照明などの節電につなが
ります。また、早起きをすると、早朝
の涼しい時間を読書やウォーキング
などの趣味にあてられるなど、朝が
充実します。
　朝の光をしっかりと浴び、朝ごは
んをきちんと食べることで、脳も体
も目覚め、仕事や学習の効率があが
ります。【参照：環境省ウェブサイト

「朝チャレ」（朝型生活にチャレンジ）】
○夏のファッションを楽しむ
　最近、浴衣は、花火大会や夏祭りで
のおしゃれ着として着られています
が、江戸時代には、湯上がりの夕涼み
の際のくつろぎ用の衣服として着ら
ていました。甚

じんべい

平や今若者を中心に
大人気のステテコなどを取り入れ
て、夏の装いを楽しみながら快適に
過ごしてみませんか。
○灼熱の暑さを利用して楽しむ
　暑さを利用して、ソーラークッ
カー（太陽の光だけで調理する調
理器具）を作り調理をしてみませ
んか。【参照：日本アルミニウム協
会 ウ ェ ブ サ イ ト（http://www. 
aluminum.or . jp/haku/hand 
book/katsuyou08_01.html）】
○五感で楽しむ
　水槽やガラスの皿で金魚を飼った
り、ビー玉や浮き玉を入れておいた
りするだけで、涼しく感じます。
　また、風鈴の音も、耳から涼しさを
演出してくれます。
　この他、流しそうめんや、かき氷
は、暑ければ暑い程、楽しんで味わう
ことができるのではないでしょう
か。
　夏にしかできないことをして、暑
さを楽しみに変えてみませんか。
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講
演
講
座

わ
く
わ
く
歴
史
体
験

藍あ
い
ぞ染
め
体
験

　

歴
史
資
料
館
で
育
て
た
藍
を
使
っ

て
、ハ
ン
カ
チ
の
藍
染
め
を
行
い
ま
す
。

　
自
然
の
素
材
を
使
っ
て
、大
昔
か
ら

伝
わ
る
染
色
技
術
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
23
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

材
料
費　
１
０
０
円

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

申
込
方
法　
７
月
23
日
㈬
〜
８
月
22
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

春
日
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

○
春
日
弥
生
あ
ん
ど
ん
作
り
塾

　

我
が
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル「
あ
ん

ど
ん
」を
作
っ
て
、10
月
18
日
、19
日

の
あ
ん
ど
ん
祭
り
の
時
に
自
宅
玄
関

に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
３
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
実
習
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　
１
５
０
０
円

定
員　
10
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

持
っ
て
く
る
も
の　
あ
ん
ど
ん
に
描

き
た
い
下
絵
と
絵
の
具
な
ど

○
夏
休
み
習
字
作
品
作
り
塾

　
夏
休
み
の
宿
題
を
一
緒
に
仕
上
げ

ま
す
。

期
日　
７
月
31
日
㈭
、８
月
７
日
㈭

時
間・場
所

▽
午
前　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

　
同
セ
ン
タ
ー
旧
館
学
習
室
２

▽
午
後　
午
後
１
時
〜
３
時

　
同
セ
ン
タ
ー
旧
館
実
習
室
Ａ

参
加
費　
１
５
０
０
円

定
員　
各
10
人（
小
学
３
〜
６
年
生
）

○
お
と
な
レ
ク
書
道
体
験
塾

　
大
人
の
初
心
者
向
け
の
書
道
体
験

講
座
で
す
。

日
時　
７
月
29
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
同
セ
ン
タ
ー
旧
館
学
習
室
４

参
加
費　
１
５
０
０
円

定
員　
10
人

※
毎
月
３
回
、木
曜
日
に
開
催
す
る

春
日
お
と
な
レ
ク
書
道
教
室
の
会

員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
各
実
施
日
の
前
日
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　
桃も

も
き
た北

☎
０
８
０（
５
２
０
３
）８
０
７
６

F（
５
８
２
）１
６
５
８

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、そ

の
他
の
応
急
処
置
を
学
ぶ
た
め
の
救

命
講
習
会
で
す（
筆
記
と
実
技
試
験
あ

り
）。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
中
学
生
以
上
の
春
日
市
、大
野

城
市
、那
珂
川
町
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人

日
時　
８
月
17
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

春
日
市
消
費
者
の
会

消
費
者
講
演
会「
成
年
後
見
人
制
度
」

　
悪
質
商
法
に
よ
る
高
齢
者
の
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。安
全
で
安
心
な
消

費
生
活
を
送
る
た
め
、成
年
後
見
人
制

度
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
、参
加
は
無
料

で
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
５
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

※
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。車
で
来
る
人
は
、市

役
所
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課
防
犯
安

全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

相　

談

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
７
月
28
日
㈪
、８
月
６
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

氏
名
、連
絡
先
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ひ
っ
た
く
り
に
要
注
意

　
平
成
25
年
中
の
県
内
の
ひ
っ
た
く

り
被
害
届
出
件
数
は
３
９
１
件
で
、

平
成
24
年
の
８
２
４
件
に
比
べ
、大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

ひ
っ
た
く
り
は
、連
続
し
て
発
生
し

や
す
い
犯
罪
で
す
の
で
油
断
は
禁
物

で
す
。特
に
、女
性
や
お
金
を
下
ろ
し

た
ば
か
り
の
人
、音
楽
を
聴
き
な
が

ら
歩
い
て
い
る
人
な
ど
は
要
注
意
で

す
。

ひ
っ
た
く
り
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
全

安
心

●
前
籠
に
雑

誌
を
載
せ

た
り
防
犯

ネ
ッ
ト
を

付
け
る

●
バ
ッ
グ
は
斜
め
掛
け

●
後
方
か
ら
バ
イ
ク
や
自
転
車
が
来

た
ら
振
り
返
り
警
戒

●
バ
ッ
グ
は
車
道
と
反
対
側
に
持
つ
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社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

労
働・年
金
無
料
相
談

　
労
働
条
件
、解
雇
、残
業
代
未
払
い
、

老
齢
年
金
、傷
害
年
金
な
ど
の
相
談
に
、

無
料
で
対
応
し
ま
す
。

日
時　

▽
毎
週
火・木
曜
日

　
正
午
〜
午
後
６
時

▽
毎
月
第
１・第
３
土
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東

２
ー
５
ー
28
博
多
偕
成
ビ
ル
３

階
３
０
１
）

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
４
１
４
）４
８
６
４

F（
４
１
４
）８
７
８
６

募　

集

女
性
と
子
ど
も
の
安
全

み
ま
も
り
企
業
募
集

　
県
は
、女
性
と
子
ど
も
を
性
犯
罪
の

被
害
か
ら
守
る
自
主
的
な
活
動
を
行
う

「
女
性
と
子
ど
も
の
安
全
み
ま
も
り
企

業
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
県
内
の
企
業
、事
業
所（
地
域
団

体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
も
応

募
可
）

支
援
内
容
▽
み
ま
も
り
企
業
に
対
し

て
、活
動
ス
テ
ッ
カ
ー
の
提
供

▽
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
企
業

名
の
掲
載
▽
啓
発
資
材
の
提
供

▽
企
業
研
修
へ
の
講
師
無
料
派

遣
▽
優
良
企
業
表
彰

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、郵
送
の
い
ず
れ

か
で
送
る
か
、県
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
申
し
込
む

※
参
加
申
込
書
は
、県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、市
安

全
安
心
課（
市
役
所
３
階
）で
配
付
し

て
い
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
県
新
社
会
推

進
部
生
活
安
全
課
安
全
企
画
係

（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー

７
）

☎（
６
４
３
）３
１
２
４

F（
６
４
３
）３
１
６
９

anzen@
pref.fukuoka.lg.jp

http://w
w

w
.anzen-fukuoka.

jp伝
統
文
化
親
子
教
室

生
け
花
教
室

　
文
化
庁
補
助
事
業
の
子
ど
も
と
大
人

を
対
象
に
し
た
生
け
花
教
室
で
す
。

対
象　
小・中
学
生
、社
会
人

期
間　
７
月
〜
平
成
27
年
１
月（
月
１

回
、計
７
回
）

受
講
料　
材
料
費

申
込
方
法　
各
会
場
ご
と
に
随
時
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
名
前
と
連
絡

先
を
伝
え
る

※
詳
し
く
は
各
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先

▽
ち
く
し
台
公
民
館　

　
洲す

が
ま鎌
久く

み

こ
美
子

　
☎（
５
８
２
）５
７
３
８（
F
兼
用
）

▽
泉
公
民
館

　
上う

え
の野
直す

ま

こ
麻
子

　
☎（
５
８
５
）０
４
５
７（
F
兼
用
）

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

　
井い

の
う
え
み
や
び
せ
ん

上
雅
染

　
☎（
５
０
１
）１
８
３
８（
F
兼
用
）

身
体・精
神
障
害
者
対
象
の

オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
活
用
科
訓
練
生
募
集

　
身
体・
精
神
障
が
い
者
を
対
象
と
し

た
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
、操
作
の
基

礎
や
応
用・
活
用
力
を
身
に
付
け
る
訓

練
で
す
。

対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
か
精
神
保
健
福
祉

手
帳
を
有
す
る
人

▽
就
職
活
動
中
ま
た
は
就
職
を
希
望
す

る
人（
病
気
や
事
故
な
ど
で
障
が
い

を
持
っ
た
た
め
に
休
職
中
の
人
は
要

相
談
）

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

に
求
職
登
録
を
行
っ
て
い
る
人

▽
介
護
を
必
要
と
せ
ず
身
辺
処
理
が
で

き
る
人

※
障
が
い
の
状
況
に
よ
っ
て
は
受
講
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
９
月
２
日
㈫
〜
11
月
26
日
㈬
の

う
ち
、土・日・祝
日（
振
替
休
日

含
む
）は
休
講

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
計

２
７
９
時
間
）

場
所　
福
岡
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階
株
式

会
社
医
療
事
務
サ
ー
ビ
ス（
福

岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
２
ー

２
ー
１
）

受
講
料　
無
料（
た
だ
し
教
材
費
と
し

て
約
９
０
５
０
円
、資
格
取
得

の
た
め
の
検
定
受
験
料
が
必

要
）

申
込
方
法　
７
月
31
日
㈭
ま
で
に
、所

定
の
入
校
願
書（
公
共
職
業
安

定
所
で
配
布
）に
記
入
し
、身
体

障
害
者
手
帳
か
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
写
し
、主
治
医
の
意
見

書（
６
カ
月
以
内
）の
写
し（
精

神
障
が
い
者
の
み
）を
持
っ
て
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公

共
職
業
安
定
所
）に
申
し
込
む

※
８
月
19
日
㈫
午
後
１
時
30
分
か
ら
訓

練
実
施
場
所
で
選
考
面
接
を
行
い
ま

す
。選
考
結
果
は
８
月
27
日
㈬
に
郵

送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
制
度
に
つ
い
て

　
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

▽
訓
練
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

　
株
式
会
社
医
療
事
務
サ
ー
ビ
ス
教
育

課☎
０
９
２（
４
７
４
）９
３
８
４

試　

験

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団

職
員
採
用
試
験（一般
事
務
）

対
象　
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

第
１
次
試
験
日　
９
月
21
日
㈰

会
場　
西
南
学
院
大
学（
福
岡
市
早
良

区
西に

し
じ
ん新
６
ー
２
ー
92
）

採
用
予
定
人
数　
２
人

申
込
方
法　

８
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

（
必
着
）に
、郵
送
か
直
接
窓
口

で
申
込
書
を
提
出
す
る（
持
参

す
る
場
合
、土・日
を
除
く
）

※
試
験
案
内
や
申
込
書
は
、同
企
業

団
総
務
課
窓
口
、那
珂
川
出
張
所

（
那
珂
川
町
役
場
内（
那
珂
川
町

西に
し
ぐ
ま隈

1
ー
1
ー
1
））で
配
布
し
て

い
ま
す
。企
業
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.kasuga-naka 

gaw
a-suido.or.jp

）か
ら
も
ダ
ウ 

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
企
業
団
総

務
課（
原
町
２
ー
30
ー
２
）

☎（
５
７
１
）７
０
０
１

F（
５
７
４
）４
９
６
０
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福
岡
県
町
村
会
等

職
員
採
用
試
験（一般
事
務
）

　
県
町
村
会
、県
自
治
会
館
管
理
組
合
、

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
な
ど
の

一
般
事
務
に
従
事
す
る
た
め
の
試
験
で

す
。

対
象　
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

日
時　

▽
第
１
次
試
験　
９
月
21
日
㈰

▽
第
２
次
試
験　
10
月
下
旬
〜
11
月
上

旬（
予
定
）

採
用
予
定
人
数　
行
政
事
務（
大
学
卒

業
程
度
）２
人
程
度　

場
所　
福
岡
県
自
治
会
館（
福
岡
市
博

多
区
千ち

よ代
４
ー
１
ー
27
）

※
詳
し
く
は
７
月
上
旬
か
ら
同
会
総
務

課（
福
岡
県
自
治
会
館
７
階
）で
配
布

す
る
試
験
案
内（
申
込
書
）を
見
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
会
総
務
課

☎（
６
５
１
）１
１
２
１

F（
６
５
１
）４
２
８
７

裁
判
所

一般
職
採
用
試
験（
高
卒
者
試
験
）

対
象　
平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内
の

人
や
、平
成
27
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人（
平
成
26
年

４
月
１
日
に
お
い
て
中
学
卒
業

後
２
年
以
上
５
年
未
満
の
人
も

受
験
可
）

第
１
次
試
験
日　
９
月
14
日
㈰

申
込
方
法　

７
月
15
日
㈫
〜
24
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）に
申
込
書
を

郵
送
す
る

※
受
験
案
内
や
申
込
書
は
最
寄
り
の
裁

判
所
で
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、最
高

裁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
courts.go.jp/saiyo/

）を
見
て
く

だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
地
方
裁

判
所
事
務
局
人
事
課
任
用
係

☎（
７
８
１
）３
１
４
１（
内
線
３
１ 

５
９
）

そ
の
他

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
協
力
を

　
厚
生
労
働
省
と
県
は
、労
働
者
の
賃

金
や
労
働
時
間
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
地
区
の
各
事
業
所
へ
、県
知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
訪
れ
、常
用
労

働
者
数
な
ど
を
聞
き
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区　
春
日
１
丁
目・２
丁
目

調
査
期
間　
８
月
〜
９
月

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
企
画・
地
域

振
興
部
調
査
統
計
課
調
査
第
二

班

☎（
６
４
３
）３
１
８
７

F（
６
４
３
）３
１
９
２

次回（9月15日号）掲載のお題は「○○の秋」（8/13(水)〆切）。投稿は、ハガキ、メール、ファックスで、
〒816-8501春日市役所広報担当「読者のつぶやき」コーナー係　F（584）1142　 koho@city.kasuga.fukuoka.jpまで。

◆昭和25年、初めての夏休みに、うれしさで
胸一杯だった春日小学校1年生の私。午
前中は「夏休みの友」と、1日遅れの日記を
やって、昼食を終えると白水池へ水浴びに

裸足で出掛けた。3時頃には「チリン、チリ
ン」とアイスキャンディー売りのおじさん
が自転車で来るが、買ってもらえず我慢し
て帰宅した日も。入道雲を見る度に思い出
す遥かなる思い出の夏休み。（春日七郎）
◆異常気象で季節の移り変わりもわからな
くなった今日。昨年は照りつける太陽と

下からの照り返しで、まるで炎に包まれて
いるように感じる日もあったが、いつの
間にか通り過ぎて、また夏が巡ってきた。
嫌だなと思いながらも、良い日も悪い日も
「日々是好日」と受け入れ、毎日を穏やか
に過ごしていこうと思います。（フルフル）

「さあ、夏休み」

食のワンポイント
　

熱
中
症
と
は
、体
内
に
熱
が
こ
も
っ

た
状
態
の
こ
と
で
す
。高
温
多
湿
な
環

境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、徐
々
に
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

近
年
、ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
や

温
暖
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、熱
中
症

で
救
急
搬
送
さ
れ
る
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、短
時
間
で
も
進
行
し

や
す
く
、重
症
化
す
れ
ば
死
に
至
っ
た

り
、回
復
後
に
後
遺
症
が
残
っ
た
り
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
予
防
の
た
め
、次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
を
避
け
る

▽
外
出
時
に
は
帽
子
や
日
傘
な
ど
で

直
射
日
光
を
避
け
る

▽
日
陰
を
選
ん
で
歩
く

▽
日
陰
が
な
い
場
合
は
、涼
し
い
場
所

に
避
難
す
る

▽
熱
を
発
散
し
や
す
い
衣
服
を
選
ぶ

▽
風
通
し
の
良
い
、涼
し
い
服
装
を
心

掛
け
る

▽
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
す
だ
れ
、緑
の
カ
ー

テ
ン
な
ど
を
使
い
、風
通
し
が
良
く

日
光
を
さ
え
ぎ
る
工
夫
を
す
る

小
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

▽
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
す

る
▽
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は
、ス
ポ
ー

ツ
飲
料
な
ど
で
塩
分
補
給
を
す
る

急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
す
る

　
人
間
の
体
は
、熱
い
環
境
で
の
運
動

や
作
業
を
始
め
て
か
ら
、３
〜
４
日
経

た
な
い
と
、う
ま
く
体
温
調
節
が
で
き

ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、急
に
暑
く
な
っ
た

日
や
、久
し
ぶ
り
に
暑
い
環
境
で
活
動

し
た
時
は
、特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

　砂糖は水溶性の性質を持って
おり、清涼飲料水などによく使わ
れます。
　缶コーヒーのミニ缶には、平
均約17gもの砂糖が入っていま
す。また、栄養ドリンクには１本約
８g、イオン飲 料500mlには約
25gと、意外と多くの砂糖が含ま
れています。
　摂取してもよい砂糖の量は、
健康な成人で一日20gまで、中
性脂肪や血糖値が高い人は一日
10gまでです。健診で血糖値、ヘ
モグロビンＡ１c、中性脂肪が高
いと指摘された人は、甘くない飲
み物を選ぶと安心ですね。
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連
日
、新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。残
念
な
が
ら
、

我
が
日
本
代
表
は
敗
退
し
ま
し
た

が
、ど
の
国
が
優
勝
す
る
の
か
、ま

だ
ま
だ
目
が
離
せ
ま
せ
ん
▼
さ

て
、「
本
戦
」を
離
れ
、ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
関
連
で
面
白
い
話
題
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
▼
国
連
で
各

国
の
大
使
が
自
国
の
サ
ッ
カ
ー
代

表
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
、対
戦
国
同
士
親
交
を
深
め

合
っ
た
と
か
。国
連
加
盟
１
９
３

カ
国
、国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連
盟

は
２
０
４
の
国
と
地
域
に
対
し
、

国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
加
盟
協
会
数

が
２
０
９
も
あ
る
サ
ッ
カ
ー
な
ら

で
は
の
話
題
だ
と
思
い
ま
し
た
▼

サ
ッ
カ
ー
関
連
商
品
も
売
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。一
風
変
わ
っ
た
も

の
で
は「
侍
ブ
ル
ー
」の
カ
ク
テ
ル

や
ス
イ
ー
ツ
。ど
ん
な
味
が
す
る

ん
で
し
ょ
う
ね
▼
こ
れ
を
機
に
世

界
平
和
も
景
気
も
良
く
な
っ
て
く

れ
た
ら
と
、眠
い
目
を
こ
す
り
つ

つ
、願
う
日
々
で
す
。 　
　
　
か

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／9時30分〜16時（祝日を除く金曜日は18
時〜20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

まみぃ保育園
○毎日収穫祭
　 園 庭 に あ る「 ま
みぃ農園」では、年々
栽培する野菜や果実
の種類が増え、子ど
もたちが毎日植物の
実りを楽しみにして
います。
　春は、サクランボとイチゴが豊作でした。実が熟すのを
首を長くして待ちわびていた子どもたち。収穫するとき
には笑顔がこぼれます。
　栽培した野菜やハーブが食卓に添えられるのも、今夏
の楽しみの一つです。苦手な野菜でも、苗から世話をする
ことで食べずにはいられなくなり、好き嫌いの解消にも
なります。

○地域への感謝
　公園愛護デーの週に、
子どもたちは毛勝親水公
園へ清掃に出掛けます。
袋を手に公園内を歩き回
り、草むしりやごみ拾い
をします。公園がきれいになるだけでなく、近所の人たち
が声を掛けてくれることで、社会貢献の意識も高まりま
す。子どもたちは、とてもいい気持ちで保育園に帰りま
す。日頃の散歩のときも、道端に落ちているごみに気がつ
き、木の実の代わりにごみを袋に入れて帰ってくること
もあります。子どもたちにとって、とても良い経験になっ
ています。
○夏祭り
　毎年、大土居自治会の夏祭りと同じ日に時間をずらし
て開催しています。ぜひ遊びにきてください。

◁
い
つ
も
遊
ん
で
い
る
公

園
の
清
掃
を
す
る
園
児

■こども未来課 保育所担当
　☎（584）1111　F（584）1115
■まみぃ保育園
　☎（588）7300　F（581）1688

◁
豊
作
の
イ
チ
ゴ
に
大
喜

び
の
園
児
た
ち



奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
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丘
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資
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下
白
水
南
２
丁
目
の
住
宅
街
の
中
に
、静
か
に
た
た
ず
む

薬や
く
し
ど
う

師
堂
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
禅
宗
の
蓮れ

ん

げ

じ

華
寺
が
、元げ

ん
な和
５
年

（
１
６
１
９
年
）に
浄
土
真
宗
の
浄じ

ょ
う
う
ん
じ

運
寺
へ
改
宗
移
転
し
た
際
、

薬
師
如に

ょ
ら
い来
像
を
残
し
、浄
運
寺
配
下
の
薬
師
堂
と
し
て
開
か
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
一
の
谷
薬
師
は
特
に
眼
病
に
効
き
目
が
あ
る
と
さ
れ
、10
日

も
お
参
り
を
す
れ
ば
、た
ち
ど
こ
ろ
に
治
る
と
、近
郷
一
帯
の
あ

つ
い
信
仰
が
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
お
堂
に
は
毎
年
５

月
８
日
に
還か

ん
れ
き暦
を
迎
え
た
男
女
が
集
ま
り
、持
ち
寄
っ
た
酒
と

馳ち
そ
う走
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。市
内
で
は
数
少
な
く
な
っ
た「
お
籠こ

も

り
」の
習
わ
し
を
今
に
残
す
聖
域
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

下
白
水
地
区
の
文
化
財

〜
一い
ち
の
谷た
に
や
く
し

薬
師
〜

△薬師如来坐像
木像金

きんぱく
箔・高さ約54㎝
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